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田中康夫の

70

　

２
サ
イ
ク
ル
の
ユ
ニ
フ
ロ
ー
掃
気
デ

ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
頭
文
字
Ｕ
Ｄ
の

符
牒
で
知
ら
れ
た
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工

業
は
最
早
、
存
在
し
ま
せ
ん
。
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
は
ヨ
ー
テ
ボ
リ
が
本
拠
地
の
Ａ

ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
が
本
拠
地
の
ダ
イ

ム
ラ
ー
が
90
％
近
い
株
式
を
保
有
す
る

連
結
子
会
社
。
因
み
に
「
扶ふ

そ
う桑

」
は

『
山せ

ん
が
い
き
ょ
う

海
経
』『
淮え

な
ん
じ

南
子
』『
梁り

ょ
う
し
ょ書

』
等
に

登
場
す
る
東
方
の
果
て
の
巨
木
。
中
国

に
於
け
る
日
本
の
異
称
で
す
。

　

弁
証
法
と
は
真
逆
な
「
日
本
凄
い
ゾ

論
」
信
奉
者
が
欣き

ん
き
じ
ゃ
く
や
く

喜
雀
躍
す
る
元
号

「
令
和
」
の
由
来
ら
し
き
『
万
葉
集
』

の
「
梅
花
歌
三
十
二
首
」
も
実
は
、
中

国
の
『
文も

ん
ぜ
ん選

』
に
含
ま
れ
る
張

ち
ょ
う

衡こ
う

の

『
帰き

で
ん
の
ふ

田
賦
』
に
倣な

ら

い
、
王お

う

羲ぎ

之し

の
『
蘭ら

ん

亭て
い

序じ
ょ

』
を
踏
ま
え
た
代
物
と
「
戦
争

さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
」
賛
同
者
で
文
化
勲

章
受
章
者
の
中
西
進
氏
は
看か

ん
ぱ破

。『
万

葉
集
』
の
東あ

ず
ま
う
た歌

が
専
門
の
品し

な

田だ

悦よ
し

一か
ず

東
京
大
学
教
授
も
、「
典
拠
の
文
脈
を

精
読
す
る
と
〈
権
力
者
の
横
暴
を
許
せ

な
い
し
、
忘
れ
る
事
も
出
来
な
い
〉
と

い
う
政
府
関
係
者
に
は
思
い
も
寄
ら
な

か
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
喝か

っ
ぱ破

。

　

日
本
の
国
花
は
桜
、
皇
室
の
紋
は
菊
。

他
方
で
中
国
は
梅
と
牡
丹
が
双
国
花
。

台
湾
の
中
華
航
空
の
意マ

ー
ク匠

も
梅
。「
粘

土
細
工
の
粘
土
を
出
し
た
だ
け
」
と
煙

に
巻
く
中
西
翁
の
心
中
を
大
胆
に
忖
度

す
れ
ば
、
後
に
広
島
・
長
崎
へ
原
子
力

爆
弾
を
投
下
す
る
国
に
今
か
ら
１
０
７

年
前
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ポ
ト
マ
ッ

ク
川
沿
い
に
２
千
本
も
の
桜
の
苗
木
を

寄
贈
し
た
島
国
が
、
チ
キ
ン
ゲ
ー
ム
の

貿
易
戦
争
に
突
入
中
の
米
中
二
大
経
済

大
国
の
仲
を
取
り
持
つ
決
意
表
明
を
隠

喩
し
た
、
若
し
や
深し

ん
ぼ
う
え
ん
り
ょ

謀
遠
慮
の
元
号
!?

　

米
中
貿
易
戦
争
を
奇
貨
と
し
て
、
来

年
１
月
の
台
湾
総
統
選
挙
に
立
候
補
を

表
明
し
た
の
が
鴻ホ

ン
ハ
イ海

精
密
工
業
創
設
者 

郭テ
リ
ー
・
ゴ
ウ

台
銘
董と

う
じ
ち
ょ
う

事
長
の
端た

ん
げ
い倪

す
べ
か
ら
ざ

る
「
レて

こ

の

げ

ん

り

ヴ
ァ
レ
ッ
ジ
」
戦
略
。
ｉ
Ｐ
ｈ

ｏ
ｎ
ｅ
製
造
拠
点
を
中
国
本
土
に
設
け

る
「
チ
ャ
イ
ワ
ン
」
の
雄
の
傘
下
に
は

日
本
の
シ
ャ
ー
プ
も
。「
米
国
第
一
主

義
」
を
掲
げ
る
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
要
請
を
受
け
、
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
州
で
の
液
晶
パ
ネ
ル
工
場
の
建
設

続
行
を
春き

ゅ
う
し
ょ
う
が
つ

節
初
日
の
全
社
忘
年
会
で
発

表
し
た
彼
は
、
他
方
で
習
近
平
総
書
記

と
も
親
密
。
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ

ャ
ー
氏
が
顧
問
委
員
会
を
牛
耳
る
清
華

大
学
の
顧
問
委
員
も
務
め
ま
す
。

　

１
９
７
９
年
の
元
旦
に
米
国
と
国
交

を
樹
立
し
、「
改
革
開
放
」
を
掲
げ
て

国
家
資
本
主
義
の
市
場
経
済
を
導
入
し

た
鄧
小
平
。
そ
の
彼
は
中
台
統
一
を
求

め
る
「
台
湾
同
胞
に
告
ぐ
書
」
も
同
時

に
発
布
し
て
い
ま
す
。
爾じ

ら
い来

40
年
。
更

に
は
中
国
建
国
70
周
年
の
今
年
。
パ
ラ

オ
、
ハ
イ
チ
等
17
ヶ
国
に
「
国
交
」
が

留
ま
る
隘あ

い
ろ路

か
ら
一い

っ
き
か
せ
い

気
呵
成
に
跳
躍
す

べ
く
台
湾
は
「
対
中
融
和
路
線
」
の
郭

氏
を
戴
き
、
香
港
の
轍て

つ

を
踏
ま
ぬ
形
で

の
「
一
国
二
制
度
」
を
具
現
化
し
よ
う

と
歩
み
出
す
蓋が

い
ぜ
ん
せ
い

然
性
が
高
い
の
で
す
。

　

東
シ
ナ
海
と
南
シ
ナ
海
を
結
ぶ
台
湾

海
峡
は
、
中
近
東
か
ら
原
油
＆
Ｌ
Ｐ
Ｇ

を
輸
入
す
る
日
本
に
不
可
欠
な
シ
ー
レ

ー
ン
。
こ
れ
ぞ
米
中
日
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
三
大

国
」
を
手
玉
に
取
る
梃レ

ヴ
ァ
レ
ッ
ジ

の
原
理
。
翻

ひ
る
が
え

っ
て
日
出
ず
る
国
ニ
ッ
ポ
ン
。
国
民
１

人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世
界
31
位
。「
桓か

ん

武む

天
皇
の
生
母
が
百く

だ
ら済

の
武ぶ

ね
い
お
う

寧
王
の
子

孫
で
あ
る
と
続
日
本
紀
に
記
さ
れ
て
い

る
事
に
韓
国
と
の
縁え

に
し

を
感
じ
て
い
ま

す
」
と
Ｗ
杯
日
韓
共
催
前
年
の
２
０
０

１
年
12
月
、
明あ

き
ひ
と仁

天
皇
が
述
べ
た
往
時

と
異
な
り
世
界
32
位
は
韓
国
。

「
株
価
が
全
て
」
と
高
言
す
る
日
本
。

世
界
時
価
総
額
ラ
ン
キ
ン
グ
50
位
以
内

に
は
45
位
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
み
。
計
７

社
ラ
ン
ク
イ
ン
の
中
国
と
18
位
サ
ム
ス

ン
電
子
の
後
塵
を
拝
し
ま
す
。
経
産
省

改
め
「
傾
惨
省
」
の
差
配
で
、
ル
ノ
ー

傘
下
の
日
産
自
動
車
Ｃ
Ｏ
Ｏ
か
ら
産
業

革
新
機
構
会
長
に
転
じ
た
志
賀
俊
行
氏

が
数
千
億
円
の
血
税
を
投
じ
た
「
ジ
ャ

パ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」。「
日
の
丸
液
晶

連
合
」
の
御
旗
を
先
月
降
ろ
し
、
台
中

勢
３
社
連
合
の
軍
門
に
下
っ
た
惨
状
も

最
後
に
記
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Ｂ
ボ
ル
ボ
の
完
全
子
会
社
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ

ク
ス
と
し
て
上あ

げ
お
し

尾
市
に
本
社
工
場
を
構

え
ま
す
。
横
須
賀
線
と
湘
南
新
宿
ラ
イ

ン
の
新
川
崎
駅
前
が
本
社
の
三
菱
ふ
そ

う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
も
、
ド
イ
ツ
の
シ 「弁証法」

★
次
号
５
月
号
の
発
行
日
は
５
月
31
日
で
す
。


